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　　　　　　市　の　人　口

　　　　（昭和62年４月１日現在）

世帯数　54,527世帯（前月比294世帯増）

人　口　169,802人（前月比401人増）

　　男　84,189 人

　　女　85,613人
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も
れ
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う

　
市
議
会
議
員
選
挙
が
四
月
十
九
日
に
告
示
。
二
十
六

日
の
投
票
日
を
目
指
し
激
し
い
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
の
選
挙
か
ら
、
公
営
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

に
、
候
補
者
全
員
の
ポ
ス
タ
ー
が
は
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

町
の
様
子
も
今
ま
で
の
選
挙
の
時
と
は
少
し
違
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
運
動
期
間
も
七
日
間
と
短
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
候
補
者
の
政
見
や
人
柄
を
よ
く
見
て
、
あ
な
た
の
一

票
を
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

新府会議員決まる

－ ミ ー ・ － － －ミ ミ ー ミ

ト ー － － － ・ － － － ・ － － －

に
こ
に
こ
ご

　
投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
。
た
だ
し
、
第
十
七
・

十
八
投
票
所
は
午
後
五
時
ま
で
。

□
開
国
旧
円
」

　
昭
和
四
十
二
年
四
月
二
十
七
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
六
十
二

年
一
月
十
八
日
以
前
に
住
民
票
が

作
成
さ
れ
、
引
き
続
き
宇
治
市
に

住
所
を
有
し
て
い
る
人
。

　
四
月
一
日
以
後
に
市
内
転
居
を

し
た
人
は
、
前
住
所
地
の
誓
厨

で
投
票
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な

皇
少
。

　
な
お
、
住
民
基
本
心
履
に
記
載

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
宇
治
市

外
へ
転
出
し
た
人
は
、
投
票
出
来

ま
せ
ん
。

「
」
円
㈲
團
幽
門
」

　
四
月
二
十
五
日
出
の
午
後
五
時

ま
で
、
市
役
所
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
で
。

印
鑑
が
必
要
。

□
開
国
原
巴

　
投
票
所
（
下
表
）
へ
は
、
投
票

整
理
晋
患
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
紛
失
し
た
り
、
忘
れ
た

握
弓
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
限
ひ
投
票
が
出
来
ま

す
。
投
票
所
の
受
付
係
に
申
し
出

て
い
た
だ
き
、
整
理
券
の
再
弱
行

か
受
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

投票所の一覧
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区

北
横
島
小
学
校
体
育
館

木
幡
公
民
館
会
議
室

明

星

集

会

所

大
開
小
学
校
体
育
館

平
盛
小
学
校
体
育
館

西

小

倉

集

会

所

西
宇
治
中
学
校
体
育
館

横
島
小
学
校
体
育
館

北
小
倉
小
学
校
体
育
館

緑

ヶ

原

集
会

所

神
明
小
学
校
体
育
館

御
蔵
山
小
学
校
体
育
館

西
小
倉
小
学
校
体
育
館

南
小
倉
小
学
校
体
育
館

青
少

年
文

化
研

修
道

場
第
一

道
場

岡
屋
小
学
校
体
育
館

南
部
小
学
校
体
育
館

西
大
久
保
小
学
校
体
育
館

木
幡
小
学
校
体
育
館

宇
治
高
等
学
校
体
育
館

束
宇
治
中
学
校
体
育
館

小
倉
幼
稚
園
遊
戯
室

大
久
保
小
学
校
体
育
館

旧
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

六

地

蔵

公

会

堂

小
倉
小
学
校
体
育
館

旦

椋

公

会

堂

笠
取
第
一
一小

学
校
体
育
館

笠
取
小
学
校
体
育館

喜

撰

会

館

菟

道

集

会

所

宇
治
小
学
校
体
育館

木
幡
保
育
所
遊
戯
室

中
央
公
民
館
旧
広
野
分
館

中
央
公
民
館
開
分館

伊
勢
田
小
学
校
体
育
館

小
倉
公
民
館
会
議
室

横
島
保
育
所
遊
戯
室

中
央
公
民
館
横
島
分
館

白

川

集

会

所

城

南

荘

集

会
所

宇
治
市
職
貝
会
館
大
会
議
室

旧
菟
道
幼
稚
園
遊
戯
室

宇
治
中
学
校
体
育館

川

来

集

会

所

投
票
所
の
施
設
の
名
称

箆

町
本
霖

鴛

２

木
幡
内
畑

34
の
７

明
星
町
一
丁
目
９
の
87

広
野
町
大
開
35

大
久
保
町
平
盛

91
の
３

小
倉
町
南
堀
池

52
の
３

伊
勢
田
町
南
山

21
の
１

棋
島
町
吹
前
35

小
倉
町
堀
池
72

広
野
町
新
成
田
27

神
明
石
塚
32

木
幡
御
蔵
山

39
の４

伊
勢
田
町
遊
田
69

小
倉
町
南
浦

40
の
１

五

ヶ

庄

一一
一番

割

34

の

15

五
ヶ
庄
寺
界
道

37
の
３

五
ヶ
庄
戸
ノ
内

15
の
１

大
久
保
町
旦
椋
25

木
幡
赤塚
44

菟
道
谷
下
り
31

五
ヶ
庄
池
ノ
浦
36
の
１

小

倉

町

南

堀

池

】05

広
野
町
中
島１

宇
治
里
尻

71
の
９

迄

蔵
ｊ;

ｎ

Ｓ

小
倉
町
西
浦
13

大

久
保
町
北
ノ
山
107

炭
山
直
谷
21

西
笠
取
石
原
22

志
津
川
北
組
７
の
２

菟
道
河
原
７
の
１

五

ヶ

庄

－－
一
番

割

27

木
幡
東
中

10
の
２

広
野
町
西
裏

94
の
１

開
町
44

伊
勢
田
町
井
尻
３

小
倉
町
寺内
91

横
島
町
南
落合

17
の２

横
島
町
北内

24
の
２

白

川

こ/

ヤ

ノく

山

16

の

１

神
明
宮
束
88

宇
治
下
居

13
の
１

宇

治

妙

楽

】28

の

１

宇
治
矢
落

64
の
１

宇
治
束
内

21
の
乙

所

在

地

テレホンサービス
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市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
二
土
〈

日
の
市
議
会
選
挙
に
あ
た
り
、
投
票
促

進
Ｐ
Ｒ
と
併
せ
、
当
日
の
投
票
状
況
や

開
票
結
果
蔵
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
豊

⑤
3
0
0
0
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
▼
期
間
・
：
４
月
2
1
日
～
2
6
日

　
▼
情
報
内
容

　
　
巾
響
握
進
＝
４
月
2
1
日
～
2
5
日

　
　
口
投
票
状
況
＝
４
月
2
6
日
午
前
９

　
　
　
時
～
午
後
８
時
半

　
　
ぼ
開
票
状
況
＝
４
月
2
6
日
午
後
８

　
　
　
漿
T
2
7
日
午
後
５
時

717

高　原・池本準　　
福山・坂田の４氏に

　
任
期
満
了
に
伴
う
府
議
会
議
員
選
挙
は
、
四
月
十
二
日

午
前
七
時
か
ら
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
宇
治
市
と

久
御
山
町
の
選
挙
区
で
は
、
即
日
開
票
の
結
果
、
高
原
孜

行
さ
ん
、
池
本
準
一
さ
ん
、
福
山
敏
夫
さ
ん
、
坂
田
緑
郎

さ
ん
の
四
氏
の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

晴
れ
の
新

府
議

高
　
原
　
孜
　
行
(
Ｓ
歳
）

　
日
本
社
会
党
（
新
）
、
会
社
貝
．

　
宇
治
市
五
ヶ
庄
芝
ノ
東
５
８

池
　
本
　
準
　
一
　
（
４
４
歳
）

　
公
明
党
（
新
）
、
団
体
役
植
字

　
洽
市
五
ヶ
庄
平
野
1
4
の
1
６

福
　
山
敏
　
夫
（
５
５
歳
）

　
日
本
共
産
党
（
現
）
、
政
党
役
貝
、

　
宇
治
市
大
久
保
町
平
盛
６
の
８
４

坂
　
田

　
民
社
党
（

翌緑
　
郎
（
5
4
歳
）

、
政
党
役
員
、
宇

治
市
気
道
大
垣
内
５
３
の
１
１

　
今
回
の
選
挙
も
、

昭
和
五
十
八
年
四

月
の
府
議
選
と
同

じ
ぐ
四
議
席
を
五

人
の
侯
補
者
が
争

S言

‰l

ど挙し
UI

お

票
率
が
上
昇
。
前
回
の
府
議
選
に

比
べ
て
、
投
票
率
は
宇
治
市
分
で

四
・
一
九
％
上
回
り
、
全
体
で
五

七
・
六
五
％
に
な
り
ま
し
た
。

　
投
票
の
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。
た
だ
し
、
（
）
内
は
宇
治

市
分
で
す
。
　
　
－
敬
称
略
－

当
高
原
孜
行
＝
日
本
社
会
党

　
　
　
一
五
。
三
九
〇
票

　
　
　
（
一
四
、
一
八
七
票
）

当
池
本
準
一
＝
公
明
党

　
　
一
五
、
〇
三
六
・
五
九
三
票

　
（
一
三
。
四
一
八
・
三
二
六
票
）

当
　
福
山
敏
夫
＝
日
本
共
産
党

当次

　
一
四
、
一
四
六
票

（
一
三
、
一
六
一
票
）

坂
田
緑
郎
＝
民
社
党

　
一
三
、
七
五
ぷ
ｙ

（
一
一
、
九
二
四
票
）

　
池
本
謙
作
＝
自
由
民
主
党

　
一
二
、
五
〇
八
・
四
〇
五
票

（
一
一
、
二
四
四
・
六
七
三
票
）

▼
有
権
者
数

男
　
六
〇
、
八
六
〇
人

　
　
　
（
五
四
、
六
五
四
人
）

女
　
六
三
、
六
九
八
人

　
　
　
（
五
七
、
五
六
三
人
）

計
　
一
二
四
、
五
五
八
人

　
　
（
一
二
一
、
二
Ｉ
七
人
）

一
　
府
議
選
の
開
票
風
景

１
１
１
（
四
月
十
二
日
、
宇
治
中

1
1
1
1
学
校
体
育
館
）

▼
投
票
者
数

　
　
男
　
三
四
、
八
一
八
人

　
　
　
　
（
三
一
、
四
二
六
人
）

　
　
女
　
三
六
、
九
八
七
人

　
　
　
　
（
三
三
、
三
九
三
人
）

　
　
計
　
七
一
、
八
〇
五
人

　
　
　
　
（
六
四
、
八
一
九
人
）

▼
投
票
率

　
　
五
七
・
六
五
％

　
　
（
五
七
・
主
ハ
り
）

宇治市議会議員一般選挙　　｜

4
月
2
6
日
は
市
議
選
投
票
日



産業活性化の拠点に1987年（昭和62年）4月21日発行(2）りよだ

　
本
市
の
産
業
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
文
化
交
流
の
場
と
し

て
も
期
待
さ
れ
る
宇
治
市
産
業
会
館
が
４
月
1
5
日
Ｅ
オ
ー
プ
ン
。
総

事
業
費
八
億
二
千
七
百
万
円
を
か
け
た
こ
の
施
設
は
、
市
部
分
と
商

工
会
議
所
部
分
、
そ
れ
に
共
有
部
分
の
延
床
面
積
二
六
八
八
・
六
〇

五
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
な
る
複
合
施
設
で
す
。
地
場
産
品
の
常
設
展

示
や
Ｖ
Ｔ
Ｒ
な
ど
を
備
え
た
産
業
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
二
百
四
十
人
収

容
の
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
展
示
会
・
講
演
会
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
利
用
出
来
ま
す
。
ま
た
、
大
・
小
会
議
室
や
研
修
室
、
そ
し
て
茶

処
に
ふ
さ
わ
し
く
茶
室
も
備
え
て
い
ま
す
。
市
で
は
情
報
交
換
や
文

化
・
技
術
、
人
と
人
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
こ
の
産
業
会
館
の
機

能
を
有
効
に
発
揮
出
来
る
よ
う
、
商
工
会
議
所
と
連
携
し
て
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
程
、
宇
治
琵
琶
四
五
上

三
に
開
館
し
た
牢
治
市
産
業
会
館

は
、
宇
治
市
と
商
工
会
議
所
と
の

複
合
施
設
で
す
。
昭
和
六
十
一
年

七
月
三
十
日
着
工
、
六
十
二
年
三

月
二
十
五
日
完
成
。
総
事
業
費
八

億
二
千
七
百
万
円
（
内
市
負
担
分

三
億
一
千
万
円
）
兌
ぼ
た
こ
の

建
物
は
、
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー
が
総

ガ
ラ
ス
張
り
の
吹
庄
侭
け
で
、
大

変
明
る
く
モ
ダ
ン
な
建
物
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
は
今
後
、
本
市

の
産
業
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
、

情
報
交
換
や
交
流
の
場
、
産
業
の

展
示
・
紹
介
の
場
と
し
て
機
能
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
未
了
。

　
本
市
は
、
昭
和
二
土
〈
年
の
市

制
施
行
当
時
、
人
口
三
万
八
千
人

の
田
園
都
市
で
し
た
。
四
十
年
以

降
の
急
激
な
都
市
化
で
、
住
宅
都

市
と
し
て
発
展
。
現
在
で
は
、
十

七
万
人
の
府
下
第
二
の
都
市
に
成

長
し
て
い
康
ｆ
ｙ
。

　
か
つ
て
は
、
京
阪
神
の
近
効
都

市
と
い
う
立
地
条
件
か
ら
、
大
工

場
を
中
心
と
す
る
工
場
進
出
が
見

ら
れ
た
も
の
の
、
住
宅
地
の
拡
大

に
伴
い
さ
老
呈
左
問
題
が
発
生
。

移
転
す
る
工
場
も
出
て
来
て
い
ま

す
。

　
一
方
、
商
業
施
設
に
つ
い
て
も
、

か
つ
て
の
宇
治
橋
通
り
塑
誕
を

産業･文化の交流の場

　　有効に活用を

　市長　池本正夫

　
京
都
府
南
部
の
中
核
都
市
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
、
活
力
と
潤
い
の

あ
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る

本
市
で
は
、
こ
の
程
商
工
合
一
議
所

中
心
と
す
る
も
の
か
ら
、
六
地
蔵
・

小
倉
・
大
久
保
地
域
へ
の
商
業
集

中
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
ラ
な
中
で
、
町
つ
く
り

と
整
合
し
た
商
店
街
の
近
代
化
と

活
性
化
、
ま
た
既
設
工
場
の
適
地

へ
の
誘
導
・
集
団
化
、
更
に
は
地

場
産
業
の
育
成
・
振
興
と
、
市
全

体
の
産
業
振
興
に
は
多
く
の
課
題

が
山
積
し
て
い
未
丁
。

　
市
で
は
、
ふ
築
も
地
域
経
済
の

総
括
団
体
で
あ
る
商
工
会
議
所
と

の
連
携
を
図
り
、
産
業
会
館
の
機

能
か
有
効
に
活
用
し
、
産
業
活
性

化
に
努
め
た
い
と
老
え
て
い
ま
す
。

と
協
力
し
、
商
工
業
振
興
の
中
核

施
設
と
な
る
べ
喜
落
市
産
業
会

館
欠
建
設
し
ま
し
た
。

　
本
市
の
産
業
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
は
、
歴
史
に
培
わ
れ
た
文

化
と
磨
参
上
げ
β
れ
た
技
術
を
更

に
発
展
さ
せ
、
現
代
そ
し
て
未

来
が
要
求
す
る
も
の
忿
怒
確
に
つ

か
む
疏
一
性
と
大
胆
な
発
想
・
行
動

力
が
必
要
で
す
。

　
明
日
の
地
域
経
済
の
支
え
と
な

る
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の

産
業
会
館
差
情
報
、
文
化
、
技
術

差
賢
め
、
企
業
と
企
業
、
そ
し

て
人
と
人
と
の
交
流
の
場
と
し
て

有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と

に
よ
り
、
産
業
の
一
層
の
振
興
と

発
展
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
確
信
し

て
い
毒
了
。

　
当
会
館
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
親

１
　
　
侭
れ
、
限
り
な
い
発
展
奪
葛

よ
ラ
念
願
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

商
工
業
振
興
の
殿
堂
に

　
　
　
商
工
会
議
所
会
頭
　
堀
井
信
夫

商
工
業
振
興
の
殿
堂
と
し
て
、
心
一

員
は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
に
も
親
し
ま
れ
ご
活
用
い
た

４
第
一
研
修
室

和

▲展示会・講演会などに利用出来る多目的ホール

宇治

市産

業会

館4

月1

5日

オー

プン

産
業
活
性
化
の
拠
点
に
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多
年
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
宇

治
商
工
会
議
所
の
新
会
館
建
設
に

当
た
り
ま
し
て
は
、
厳
し
い
経
済

情
勢
の
中
で
、
府
・
市
を
は
じ
め

関
係
機
関
、
会
員
の
温
か
い
ご
理

解
と
ご
援
助
を
い
た
だ
き
厚
ぐ
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
心
一
館
は
、
市
産
業
会
館
と
商

工
会
議
所
会
館
と
の
複
合
施
設
で
、

近
代
建
築
の
粋
を
果
め
て
建
設
。

だ
参
た
い
と
考
汽
て
お
り
"
W
P
V

　
今
日
の
経
済
社
会
は
、
二
十
一

世
紀
に
向
け
て
Ｉ
大
転
期
に
さ
し

か
か
っ
て
ぃ
ま
ｙ
。
そ
し
て
地
域

総
合
経
済
団
体
で
あ
る
商
工
会
議

所
に
は
、
ふ
礒
の
地
域
社
会
の
先

導
役
と
し
て
大
き
な
責
務
が
課
せ

ら
元
て
ぃ
ま
ず
。

　
商
工
会
議
所
で
は
頑
Ｌ
呆
れ

行
動
す
る
会
議
所
”
と
し
て
、
宇

治
市
の
限
り
｛
な
い
発
展
の
た
め
に

積
極
的
に
努
力
し
て
ゆ
く
所
存
で

す
。

ａ
訓
ｙ
、
。
、

け
付
け
ま
せ
ん
。
直
接
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

　
〈
使
用
時
間
〉

　
午
前
９
時
か
ら
千
後
1
0
時
ま

で
。
た
だ
し
、
準
備
と
後
片
付

け
な
ど
に
要
す
る
時
間
も
使
用

時
間
に
含
次
れ
卓
子
。
ま
た
、

同
一
施
設
奎
引
き
続
き
便
用
す

る
握
ほ
、
３
日
間
が
限
度
で

す
。

　
〈
使
用
料
〉

　
上
表
の
使
用
料
と
別
途
規
定

の
附
属
設
備
使
用
料
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
商
工
会
議
所
会
館

の
使
用
料
は
別
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
〈
休
館
日
〉

　
1
2
月
2
9
日
か
ら
翌
年
１
月
３

日
ま
で
で
す
。
な
お
、
臨
時
に

休
館
す
る
こ
と
も
あ
り
卓
子
。

　
〈
利
用
上
の
注
意
〉

　
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
他
人

の
迷
恐
に
な
る
行
為
は
慎
ん
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
建
物
や
附
属

施
設
、
器
具
、
春
叩
な
ど
は
大
切

に
。
ル
ー
ル
を
守
り
お
互
い
に

気
持
良
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

719

　
各
種
会
議
や
懇
談
会
に
3
2
人
収
容
の
会
議
室
、

セ
ミ
ナ
’
‐
、
研
修
会
、
講
演
会
に
利
用
出
来
る
、

大
・
小
研
修
室
、
茶
室
な
ど
を
設
置
。

　
商
工
会
議
所
の
主
要
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
事
務
室
、

正
副
会
頭
室
な
ど
、
ま
た
経
営
・
税
務
な
ど
商
工

業
者
が
各
種
相
談
出
来
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
。
を
設
置
。

　
地
場
産
品
の
常
設
展
示
や
情
報
提
供
の
場
と
な

る
産
業
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
ま
た
各
種
会
合
な
ど
に

利
用
出
来
る
2
4
0
人
収
容
の
多
目
的
ホ
ー
ル
を
設
置
。

　　　　　　施設概要

・所在地／宇治市宇治琵琶45－13

　　　　　　豊24－6767

・敷地面積／2,698 m'

・建築面積／1,016 ｡ 162m'

・延床面積／2,688.605m･(市部分959.741 m'

　　　　　　会議所部分l,26l.390''i',共有部

　　　　　　分467.474m')

・構　　造／鉄筋コンクリート造り(I 部鉄

　
〈
使
用
の
申
し
込
み
〉

　
使
用
日
の
ａ
力
月
前
か
ら
1
5

日
前
ま
で
、
商
工
会
議
所
事
務

室
へ
印
鑑
を
痔
参
の
上
、
使
用

許
可
申
請
書
か
提
出
し
て
ぐ
だ

(単位：円)産業会館の使用料

さ
い
。
驀
旨
け
時
間
は
、
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
（
土
曜

日
は
正
午
、
日
曜
日
、
祝
・
休

日
、
休
館
日
は
除
ぐ
）
ま
で
で

す
。
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受

言
午前 午後 夜間 午前午後 午後夜間

全日

午前9時

　　Ｓ
正午

午後1時

　Ｓ
　５時

午後6時

　S

10 時

午前9時

　Ｓ午後5時

午後1時

　　S10 時

午前9時

　　Ｓ午後io時

産業情報コーナー5,4007,2008,60011,30014,20017,000

多目的

ホール

全　室

使　用
3,9005,2006,2008,20010,30012,200

1/2室
以下の
使用

2,0002,6003,1004,100 5,1006,200

会　　議　　室2,1002,8003,4004,4005,6006,600

第1研修室 1,5002,0002,4003,2004,0004,700

第2研修室 1,2001,6001,9002,5003,2003,800

茶　　　　室 1,2001,6001,9002,5003,2003,800

盛
大
に
竣
工
記
念
式
典

宇
治
市
産
業
会
館

宇
治
商
工
会
議
所
会
館

　会館の完成を祝ってテープカッ
トをする片山副知事、池本市長、
堀井会頭、北村議長（写真上、左
から）。写真下は記念植樹。

　
宇
治
市
産
業
会
館
と
宇
治
商
工
会
議
所
会

館
の
竣
工
記
念
式
典
が
、
四
月
十
五
日
、
午

前
九
時
半
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は

快
晴
に
恵
ま
れ
、
来
賓
や
市
内
の
商
工
業
団

体
の
代
表
ら
約
二
百
五
十
人
が
出
席
。
本
市

の
産
業
発
展
の
中
核
と
な
る
施
設
の
完
成
を

盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
館
銘
披

露
、
ケ
ヤ
キ
の
記
念
植
樹
で
幕
明
け
。
続
い

て
池
本
市
長
、
堀
井
商
工
会
議
所
会
頭
が
あ

い
さ
つ
を
し
、
来
賓
の
府
知
事
。
日
本
商
工

会
議
所
会
頭
ら
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

気軽にご利用ください
申し込みは3ヵ月前から
各種展示会・講演会など
に

宇治市産業

会館4月1

5日オープ

ン‥1
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宇治川東畔の歴史と文

化

春の企画展

歴史資料館では、春の企画展「宇治

川東畔の歴史と文化」を開催していま

す。これは宇治川東畔の古代から近世

までの埋蔵文化財や古文書を展示し、

歴史の移り変わりや人々の暮らしぶり

を知ろうとするものです。埋蔵文代財

など約80点を展示。ト期間は6し月21日（ａ）

まで。入場は無料。併せて二子山古墳

出土品特別陳列も同時開催。ぜひご来

場ください。し

ト
大
鳳
寺
跡
出
土
軒
丸
瓦

時
代
の
特
色
を
あ
ざ
や
か
に

山
す
そ
を
南
北
に
街
道
が
走
る

こ
の
地
は
、
か
つ
て
西
に
巨
害

が
広
が
り
、
水
陸
交
通
の
要
地
と

し
て
古
く
か
ら
栄
え
ま
し
た
。
人

々
の
暮
ら
し
の
跡
は
、
一
万
年
前

の
先
土
器
時
代
末
期
ま
で
逆
上
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
景
色
の
美
し
さ
が
貴
族

な
ど
に
も
愛
さ
れ
、
古
代
・
中
世

を
通
し
て
藤
原
氏
な
ど
の
別
業
や

荘
園
が
広
が
り
、
中
世
に
は
京
都

6
月
2
1
日
㈱
ま
で
開
催

の
支
配
を
巡
っ
て
戦
乱
が
繰
り
返

さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

近
世
に
入
る
と
、
巨
椋
池
に
流

れ
込
ん
で
い
た
宇
治
川
を
豊
臣
秀

吉
が
北
向
き
に
改
修
。
ま
た
中
国

様
式
の
万
福
寺
が
建
立
さ
れ
て
、

こ
の
地
の
景
観
は
大
き
く
珍
石
り

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
藤
原
摂
関
家

の
一
つ
で
あ
る
近
衛
家
が
、
宇
治

川
東
畔
全
域
を
支
配
し
て
い
ま
し

た
が
、
代
わ
っ
て
万
福
寺
な
ど
が

領
主
と
な
り
水
子
。
と
の
ぶ
っ
に

宇
治
川
東
畔
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
に
特
色
の
あ
る
歴
史
を
展
開
し

て
来
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
は
、
岩
代
寺

院
と
瓦
窯
”
頑
領
と
寺
領
り
町

と
村
の
生
炉
地
誌
に
禰
か
れ

た
近
世
の
景
観
”
の
四
部
構
成
で
、

歴
史
の
移
り
変
わ
り
や
そ
こ
に
住

む
人
々
の
夢
ｐ
し
ぶ
り
を
豊
富
な

資
料
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

主
な
展
示
品
は
、
隼
上
り
瓦
窯

か
ら
出
土
し
た
軒
丸
瓦
、
岡
本
廃

寺
が
焼
失
し
た
こ
と
を
示
す
軒
平

瓦
、
近
衛
家
が
東
宇
治
を
領
し
て

い
た
こ
と
を
記
し
た
古
文
書
、
中

世
の
三
室
戸
寺
を
描
い
た
境
内
図

徳
川
幕
府
が
万
福
寺
に
領
地
を
認

め
た
朱
印
状
な
ど
埋
蔵
文
化
財
・

古
文
書
・
古
絵
図
一
絵
画
約
八
十

点
。

▲好評開催中の春の企画展

歴史資料館

午前9時～午後5時（月曜日祝日は休館）

折居台1丁目1電話20ｌ311

展
示
期
間
は
、
六
月
二
十
一
日

㈲
ま
で
で
、
入
場
は
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
、
一
度
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
二
子
山
古
墳
出
土
品
特

別
陳
列
も
、
好
評
に
つ
き
延
長
し

て
同
時
開
催
し
て
い
毒
司（

歴
史
資
料
館
）

お
知

ら
せ

舞
料
法
律
相
談

▼
と
き
・
：
5
月
3
日
㈲
、
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇

治
市
民
会
館
▼
相
談
内
容
・
・
・
借
地

借
家
、
相
続
、
金
銭
貸
借
な
芦
法

律
問
題
一
般
（
税
務
相
談
は
除
ぐ
）

▼
主
催
・
・
・
京
都
大
学
学
生
法
律
相

談
部
。
（
広
報
課
）

お
は
な
し
会

▼
と
き
・
：
4
月
2
2
日
伽
、
午
後

3
時
半
ト
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
・
：
お
は
な

し
、
紙
芝
居
な
ど
▼
対
象
・
・
・
幼
児

か
ら
小
学
校
低
学
年
▼
問
い
合
わ

す
・
中
央
図
書
館
（
豊
⑩
1
5
1

－
）
へ
。

（
中
央
図
書
館
）

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ンの

服
用

五
月
一
日
か
ら
、
ポ
リ
オ
（
急

性
灰
白
髄
炎
）
生
ワ
ク
チ
ン
の
服

用
が
始
ま
り
未
了
。
日
時
・
会
場

な
ど
は
、
六
十
二
年
度
「
市
民
カ

レ
ン
ダ
ー
と
て
び
き
」
を
ご
覧
ぐ

だ
さ
い
（
母
子
手
帳
と
問
診
票
持

参
の
こ
と
）
。

な
お
、
次
の
場
合
は
服
用
出
来

お買い物の

めやす　消

費者物価2

0（4月分

この公表価格は、4月初めに火施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです。（商工観光課）

品目 規格 平均価格
価格状況 琵 鰍対前月比 対前年比

灯油
18≪店頭 780 Ｏ．Ｉ

％▲35．4

900 630

ｍｌ配達 810 2．0▲35．9 900 650

ガソリン
レギュラー1ｅ現金売り

125 5．9▲4．6 128 115
ティ■■’シュペー／ぐ－400枚入1箱（クリネックス・スコ・，テＯ

150▲4．5▲2．6 175 98

台所用ラップサランラップ30ｃｍＸ20ｍ218
42．2 1．4240 158

アルミホイル25ｃｍＸ8ｍ 160▲5．9▲2．4188 75

シャンプー 液体ポり容器220ＣＣ花王エ，，センシャル
230 0 0．4230 228

洗ｉｅ．用粉石けん2．4ｋｇ 849▲3．2▲2．0 980 580

牛肉
すき焼用中程度100ｂ

359▲0．3▲1．9 428 300

塩さけ 切身100Ｂ 279▲12．8▲16．2 380 150

バレイショ 男爵100ｂ 18▲5．3▲21．7 25 10

キャベツ中玉約ｌＵｓ 143 50．5Ａｌｌ．7300 50

鶏卵
Ｍサイズパック入10個

162 3．8▲29．9 195 100

・食用油
日清サラダ油ポリ容器入1000ｇ

483▲4．9／ 580 268

しよう油
キッコーマン濃口ポリ容器入1ｔ

254 4．1／ 288 168

砂糖 上白Ｉｋｓ 250 1．2▲2．7 268 168

小麦粉 日清小麦粉フラワー1ｋｇＣ薄力粉）200 2．0Ａ4．8 218 158
インスタント

コーヒー ネスカフェエクセラ瓶入150ｇ1．007▲0．3▲4．71，（）98898

みそ タヶヤミソｌｋｇ331 3．4 0．6358 280

食／｛ン
普通品川・

（スライスしたもの） 164Ａ1．2 3．1180 142

洸濯代 ワイシャツ白の長そで 164▲1．8 4．5250 120

ま
せ
ん
。
・
三
種
混
合
予
防
接
種

を
受
け
て
一
週
間
以
内
・
は
レ
砂

お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種
を
受
け

て
1
ヵ
月
以
内
・
は
し
茄
、
お
た

ふ
く
か
ぜ
、
風
し
ん
、
水
ぼ
弓
毛

シ
が
治
っ
て
1
ヵ
月
以
内
・
と
び

ひ
、
水
い
ぽ
、
手
足
口
病
に
か
か

っ
て
い
る
子
。
（
保
建
予
防
課
）

中
小
企
業
へ
の
貸
付

京
都
府
で
は
、
中
小
企
業
へ
の

「
設
備
近
代
化
資
金
」
の
貸
し
付

け
と
「
機
械
設
備
貸
与
」
の
受
け

付
け
を
5
月
3
1
日
ま
で
行
っ
て
い

季
ｙ
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

宇
治
地
方
振
興
局
（
酋
⑤
2
1
0

3
）
へ
。
（
商
工
観
光
課
）

自
衛
官
を
募
集

昭
和
六
十
二
年
度
の
自
衛
官
募

集
を
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
は
、
採
用
予
定
月
の

一
日
現
在
に
お
い
て
十
八
歳
以
上

二
十
五
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有

す
る
男
子
で
、
自
衛
隊
法
第
三
十

八
条
に
定
め
る
欠
格
事
項
に
該
当

し
な
い
者
。

詳
し
ぐ
は
、
宇
治
募
集
事
務
所

（
容
＠
7
1
3
9
）
、
ま
た
は
、

市
9
所
企
画
管
理
部
総
務
課
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
総
務
課
）

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
が
し
尿
の
届
け
出
を

し
尿
収
集
は
、
本
人
の
申
し

込
み
に
よ
っ
て
行
’
つ
て
い
ま

す
。
「
清
掃
手
数
料
」
は
、
こ

の
申
し
込
み
（
（
し
尿
収
集
届
Ｊ
）

に
よ
っ
て
、
集
金
し
未
了
。
こ

の
「
し
尿
収
集
届
」
は
、
住
民

登
録
と
は
別
に
必
要
で
す
。
引

っ
越
し
や
家
族
数
の
増
減
な
ど

で
異
動
か
あ
っ
た
場
合
、
’
印
鑑

か
痔
っ
て
清
掃
事
務
所
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

（
清
掃
事
務
所
・
城

南
衛
生
管
理
組
合
）

次のような場合は、届け出が必要です。

才

家族が増えた時

占
㈹＼

家族が減った時

感

転入した時

薗

ご転出する時

※浄化槽や下水道へＩの切り替え時も

必要です。

〔領収書の確認を〕

し尿処理手数料（1期分＝2ヵ月分）

（算出方法）4人家族の場合

（280円×4人＋200円）×2ヵ月＝2，640円

世帯割一世帯月額200円

人頭割1・人月額280円。

日
は
午
後
3
時
～
5
時
、
日
曜

日
は
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ

▲印は咸

日
ま
で
の
土
・
日
曜
日
・
祝
日
、

い
ず
れ
も
午
後
2
時
～
5
時
▼

と
こ
ろ
・
・
・
黄
葉
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
（
小
学
校
5
年
生
以

占
の
初
心
者
及
び
中
級
者
▼

定
員
・
・
・
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
参

加
費
・
・
・
高
校
生
以
上
三
千
円
、

中
学
生
以
下
二
千
円
▼
申
し
込

み
・
・
・
宇
治
市
体
育
協
会
（
容
⑩

1
9
0
5
）
へ
▼
主
催
・
・
・
宇
治

市
軟
式
庭
球
協
会
▼
問
い
合
わ

せ
・
・
・
的
場
一
さ
ん
（
萱
⑩
1
2

8
6
）
へ
。

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

の
集
い

▼
と
き
・
：
4
月
2
4
日
廊
、
午

ろ
・
・
・
三
室
戸
小
学
校
▼
対
象
…
前
1
0
時
～
午
後
3
時
、
（
雨
天
中

市
内
在
住
の
小
学
生
▼
定
員
…
止
）
▼
と
こ
ろ
・
・
太
陽
が
丘
中

3
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
…
・
央
広
場
奥
▼
対
象
・
：
市
民
▼
参

無
料
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
加
費
…
無
料
、
弁
当
な
ど
は
各

せ
・
：
市
民
体
育
課
（
容
⑩
3
1
’
自
持
参
▼
主
催
…
フ
ォ
ー
ク
ダ

4
1
）
へ
。
ン
ス
あ
や
め
会
▼
問
い
合
わ
せ

軟
式
庭
球
教
室
に
ズ
ブ
（
7

▼
と
き
・
：
5
月
3
日
か
ら
3
1

£
0
＞
≫
．

720

市民体育のおし

らせ
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